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公
民
館
講
座
と
自
主

グ
ル
ー
プ
の
計
57
教
室

に
９
１
９
人
が
在
籍
し
、

１
月
ま
で
に
延
べ
８
，

８
４
１
人
が
受
講
さ
れ
ま

し
た
。

　

閉
講
式
で
は
令
和
４
年

度
公
民
館
講
座
の
皆
勤
賞

が
発
表
さ
れ
、
14
の
講
座

で
28
人
の
皆
勤
者
へ
教
育

長
か
ら
賞
状
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

 

受
講
生
を
代
表
し
て
、

泉い
ず
み

瑞み
ず

子こ

さ
ん
は
「
学
ぶ

こ
と
の
楽
し
さ
は
変
わ
り

ま
せ
ん
。
ふ
れ
あ
い
が
と

て
も
刺
激
に
な
り
ま
す
。」

と
、
充
実
し
た
活
動
の
様

子
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

作
品
展
示
発
表
に
は
生

花
や
絵
画
、
書
道
、
茶
道

な
ど
13
団
体
、
舞
台
発
表

で
は
和
太
鼓
や
コ
ー
ラ

ス
、
島
唄
、
八
月
踊
り
、

ダ
ン
ス
な
ど
19
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
公
民
館

講
座
等
を
受
講
さ
れ
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

２月18日（土）～19日（日）　令和４年度公民館講座合同閉講式
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令
和
４
年
１
月
16
日
、
深
夜

の
津
波
警
報
に
よ
り
、
高
台
へ

避
難
さ
れ
た
こ
と
は
、
皆
さ
ん

も
記
憶
に
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
花
富
集
落
の
皆
さ

ん
も
、
以
前
か
ら
避
難
場
所
と

し
て
い
た
同
集
落
と
伊
子
茂
集

落
間
の
高
台
へ
避
難
さ
れ
、
夜

通
し
車
の
中
で
過
ご
さ
れ
ま
し

花
富
集
落
、
避
難
場
所
を
整
備

町
地
域
提
案
型
事
業
補
助
金
を
活
用
、
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
担
当
職
員
と
連
携

ト
イ
レ
と
ベ
ン
チ
を
完
備

（
ト
イ
レ
は
避
難
時
の
み
使
用
可
）

ト
タ
ン
を
利
用
し
た
ハ
ブ
除
け

整
備
に
協
力
し
た
地
元
業
者
へ

感
謝
状
を
贈
呈

た
。
当
時
は
ト
イ
レ
も
な
く
、

「
車
の
中
に
居
続
け
て
足
が
伸

ば
せ
な
か
っ
た
」
な
ど
の
避
難

時
の
問
題
が
浮
か
び
上
が
り
、

今
回
の
整
備
に
至
り
ま
し
た
。

　

整
備
に
あ
た
り
必
要
な
資
金

を
検
討
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
役

場
職
員
が
各
集
落
の
担
当
と
し

て
課
題
解
決
等
の
支
援
を
行
う

お
話
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
い
た

花
富
集
落
の
（
右
か
ら
）

泰や
す

村む
ら

義よ
し

孝た
か

さ
ん
、
山や

ま

田だ

秀ひ
で

満み
つ

さ
ん
、

永な
が

田た

忠た
だ

光み
つ

さ
ん
、
前ま

え

田だ

博ひ
ろ

光み
つ

さ
ん

「
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
担
当
職
員
」
か
ら
、

町
地
域
提
案
型
事
業
補
助
金
活
用
の
提
案
が

あ
り
、
地
元
業
者
（
有
限
会
社
中
商
、
有
限

会
社
治
野
建
設
）
の
ご
協
力
の
も
と
、
安
心

し
て
避
難
で
き
る
場
所
が
完
成
し
ま
し
た
。

さ
っ
そ
く
避
難
訓
練
で
使
用
さ
れ
、
集
落
の

皆
さ
ん
の
評
判
も
良
い
そ
う
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
、集
落
で
何
か
し
た
く
て
も
、

補
助
金
等
の
制
度
や
役
場
の
担
当
課
が
分
か

ら
ず
進
め
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
、
地
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
担
当
職
員
が
い
る
こ
と
で
相
談

し
や
す
く
な
っ
た
と
話
さ
れ
た
皆
さ
ん
。
今

回
の
避
難
場
所
整
備
以
後
も
、
困
っ
た
こ

と
、
相
談
事
が
あ
る
時
は
何
で
も
相
談
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
、「
新
し
い
情
報
が

あ
れ
ば
集
落
へ
随
時
届
け
て
ほ
し
い
」
と

の
ご
助
言
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

人
口
が
減
り
、
財
源
も
減
る
中
で
も
、

集
落
で
で
き
る
こ
と
は
今
後
も
や
っ
て
い

き
た
い
と
話
さ
れ
、
改
め
て
、
助
け
合
い

の
大
切
さ
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
担
当
職
員
に
つ
い

て
は
、
今
後
本
紙
に
て
担
当
地
区
等
を
紹

介
予
定
で
す
。
集
落
の
課
題
解
決
、
よ
り

良
い
地
域
づ
く
り
に
向
け
て
、
ぜ
ひ
ご
活

用
く
だ
さ
い
。
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２
月
11
日
㈯

瀬
戸
内
町
内
の
近
代
遺
跡
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

昨
年
12
月
に
国
指
定
史
跡

の
答
申
を
受
け
た
「
奄
美
大

島
要
塞
跡
」
の
３
遺
跡
を
含

む
６
つ
の
遺
跡
に
つ
い
て
、

過
去
５
年
間
の
調
査
内
容
か

ら
、
報
告
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
専
門
の
先
生
方
も
登
壇

さ
れ
、
本
町
の
近
代
遺
跡
の

価
値
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま

し
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
町

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
か
ら
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

2
月
10
日
㈮

令
和
４
年
度
優
れ
た
「
早
寝
早
起
き
朝
ご
は
ん
」
運
動
の
文
科
相
表
彰

　
「
早
寝
早
起
き
朝
ご
は
ん
」

運
動
の
推
進
に
か
か
る
文
部
科

学
大
臣
表
彰
を
西
阿
室
小
学
校

が
受
賞
し
ま
し
た
。
表
彰
式
で

は
、
被
表
彰
代
表
者
と
し
て
西

阿
室
小
学
校
の
大
石
好
伸
校
長

が
挨
拶
を
さ
れ
、
平
成
30
年
度

か
ら
、
食
育
、
基
本
的
な
生
活

習
慣
の
確
立
を
め
ざ
し
、
家
庭

で
生
活
の
振
り
返
り
カ
ー
ド
の

記
入
・
確
認
、
親
子
に
よ
る
定

期
的
な
朝
ご
は
ん
作
り
、
学
校

で
朝
の
活
動
の
時
間
に
基
本

的
な
生
活
習
慣
、
望
ま
し
い

食
習
慣
や
食
に
関
す
る
指
導

を
行
う
「
よ
い
子
の
保
健
」

の
実
施
、
地
域
の
産
物
と
ふ

れ
あ
う
農
業
体
験
、
伝
統
的

な
食
文
化
体
験
（
郷
土
料
理

作
り
）
活
動
を
紹
介
し
ま
し

た
。今
後
な
お
一
層
、「
家
庭
・

地
域
ぐ
る
み
で
子
育
て
」
の

活
動
に
取
り
組
む
こ
と
を
話

さ
れ
ま
し
た
。

2
月
24
日
㈮

ほ
こ
ら
し
ゃ
奄
美
音
楽
祭
、
学
生
向
け
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
開
催

　

こ
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
、
翌

日
の
２
月
25
日
㈯
に
奄
美
文

化
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
さ
れ

た
「
ほ
こ
ら
し
ゃ
奄
美
管
弦

楽
団
」
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト

へ
出
演
す
る
プ
ロ
奏
者
が
講

師
と
な
り
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト

や
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
な
ど
５
つ

の
楽
器
に
分
か
れ
て
、
町
内

の
小
学
生
か
ら
社
会
人
ま
で

17
人
が
受
講
し
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
個
別
の
質
問
に

答
え
た
り
、
実
際
に
吹
い

て
聞
か
せ
た
り
し
な
が
ら

指
導
に
あ
た
り
、
受
講
生

は
真
剣
か
つ
楽
し
み
な
が

ら
受
講
し
て
い
ま
し
た
。

　

古
仁
屋
高
校
で
ホ
ル
ン

を
担
当
し
て
い
る
２
年
生

の
榊
さ
か
き

優ゆ
う
た太
さ
ん
は
「
足
り

な
か
っ
た
こ
と
に
気
付
か

さ
れ
、
と
て
も
参
考
に
な

り
ま
し
た
。」
と
感
想
を

話
し
ま
し
た
。

２
月
12
日
㈰

療
育
に
関
す
る
講
演
会
第
３
弾

　

今
年
度
３
回
目
の
講
演
会
で

は
、講
師
の
茂
呂
史
生
氏
が「
発

達
障
害
と
い
う
才
能
を
最
高
に

輝
か
せ
る
方
法
」を
テ
ー
マ
に
、

地
域
が
繋
が
る
仕
組
み
づ
く
り

や
障
害
へ
の
理
解
を
広
げ
る
こ

と
な
ど
に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し

た
。
事
務
局
の
朝あ
さ

野の

真ま

由ゆ

美み

さ

ん
は
「
次
年
度
も
継
続
し
て
活

動
し
、
地
域
と
の
交
流
の
場
を

設
け
、
理
解
を
広
げ
て
い
き
た

い
で
す
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

２
月
16
日
㈭

護
岸
工
事
の
早
期
完
成
を
求
め
る
署
名
を
提
出

　

県
が
行
う
嘉
徳
集
落
の
護

岸
整
備
に
つ
い
て
、
同
集
落

の
住
民
等
に
よ
る
早
期
完
成

を
求
め
る
７
，
２
７
０
人
分

の
署
名
が
県
知
事
お
よ
び
町

長
へ
提
出
さ
れ
ま
し
た
。「
高

齢
化
も
進
み
、
心
配
し
て
い

ま
す
。」
と
の
声
に
町
長
は

「
早
く
穏
や
か
に
暮
ら
せ
る

集
落
に
な
る
よ
う
、
一
緒
に

取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。」
と

応
え
ま
し
た
。
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２
月
18
日
㈯

デ
イ
ゴ
サ
ミ
ッ
ト
開
催

　

町
内
の
デ
イ
ゴ
の
樹
勢
回

復
事
業
の
受
託
実
績
が
あ
る

株
式
会
社
木こ
ふ
う風
が
主
催
し
、

環
境
保
全
や
地
域
振
興
を
目

的
と
し
て
行
っ
て
い
る
、
デ

イ
ゴ
の
花
や
葉
の
オ
イ
ル
の

抽
出
や
そ
の
他
の
植
物
の
成

分
分
析
な
ど
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

実
際
に
匂
い
を
嗅
い
だ
り
肌

に
付
け
た
り
し
て
感
想
を
話

し
合
う
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

３
月
1
日
㈬

自
衛
官
募
集
相
談
員
委
嘱
式
・
入
隊
入
校
出
発
報
告
会

　

自
衛
官
募
集
相
談
員
は
、
自

衛
隊
の
魅
力
を
紹
介
し
、
自
衛

官
を
志
望
さ
れ
る
方
へ
の
情
報

提
供
な
ど
を
行
う
方
で
、
こ
の

度
新
た
に
柳や
な
ぎ
や谷
昌ま
さ
お
み臣
さ
ん
と
田た

原は
ら

恵え

理り

香か

さ
ん
が
委
嘱
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

入
隊
・
入
校
出
発
報
告
会
で
は
、

三み

原は
ら

い
ず
み
さ
ん
、
岡お
か

田だ

実み

祐ゆ

季き

さ
ん
、
喜き

島じ
ま

奏そ
う
ら楽
さ
ん
が
、

多
数
の
激
励
の
言
葉
を
受
け
、

決
意
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

３
月
３
日
㈮

地
域
福
祉
計
画
策
定
を
諮
問

　

社
会
構
造
の
変
化
な
ど
を
背
景
と

し
て
、
多
様
化
す
る
福
祉
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
、
地
域
福
祉
の
推
進
を
図
る

た
め
、町
が
策
定
委
員
会
へ
諮
問
し
、

３
月
２
日
㈭

農
産
物
加
工
の
可
能
性
を
広
げ
る
に
は
？

　

喜
界
島
か
ら
Ｓ
Ｏ
Ｎ
Ｔ
Ａ
Ｒ 

Ｇ
Ａ
Ｒ
Ｄ
Ｅ
Ｎ
の
園
田
裕
一
郎

氏
と
園
田
綾
乃
氏
を
講
師
に
招

き
、講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

花
良
治
み
か
ん
や
シ
ー
ク
ー
な

ど
を
栽
培
、
加
工
品
開
発
に
お

い
て
も
喜
界
島
産
の
農
作
物
を

使
っ
た
柑
橘
系
の
ア
ロ
マ
オ
イ

ル
や
調
味
料
な
ど
を
販
売
す
る

な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
か
ら

様
々
な
ア
イ
デ
ア
を
お
話
し
い

た
だ
き
ま
し
た
。

３
月
５
日
㈰

町
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
策
定
検
討
事
業
報
告
会

　

事
業
概
要
や
、
令
和
４
年
度

に
各
種
調
査
や
ア
ン
ケ
ー
ト
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
よ
る
課
題

整
理
を
行
っ
た
内
容
が
報
告
さ

れ
た
ほ
か
、
関
連
事
業
と
し
て

再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
や
他

地
域
の
脱
炭
素
を
中
心
と
し
た

地
域
づ
く
り
の
取
り
組
み
が
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
が
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
疑
問
点
や

感
想
を
話
し
合
う
時
間
も
設
け

ら
れ
、意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

３
月
６
日
㈪

明
生
関
へ
の
応
援
の
ぼ
り
旗
寄
贈

　

大
相
撲
３
月
場
所
の
開

幕
を
前
に
、
奄
美
興
発
株

式
会
社
か
ら
瀬
戸
内
町
明

生
関
後
援
会
へ
の
ぼ
り
旗

が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
町ま
ち

田だ

孝た
か

光み
つ

さ
ん
は
「
体
調
を

崩
し
て
い
る
様
子
も
見
ら

れ
る
が
、
頑
張
っ
て
ほ
し

い
で
す
。」
と
応
援
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
送
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
応
援
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
！

保
健
医
療
・

福
祉
・
地
域

団
体
等
の
関

係
者
で
構
成

す
る
委
員
が

策
定
に
参
画

し
ま
す
。



広報せとうち　April  2023　|　22

 古高会賞 

 

古仁屋高校の服務規律に関するスローガン 「意識して未来へつなげよう」 

令和４年度 ３月号 
鹿 児 島 県 立 古 仁 屋 高 等 学 校 

〒894-1508  

鹿児島県大島郡瀬戸内町古仁屋399番地1       

 [TEL]0997-72-0034 [FAX]0997-72-0057   
http://www.edu.pref.kagoshima.jp/sh/koniya/ 

 自主自立  敬愛和協  明朗端正  勤勉誠実 

全商情報処理検定 
ビジネス情報部門  

１級岩渕新さん(右) 

  ３月１０日，大島高等学校課題研究発表会に，古仁屋高校から有志グループのまちづくり研

究所が参加し，古仁屋高校の魅力発信に関する探究活動の成果を発表しました。 

  ２月２８日，本校体育館において第７３回卒
業式が挙行されました。地域みらい留学生８
名を含め卒業生は３６名でした。校長は，式辞
で「時代の開拓者として古仁屋高校で培った
『敬愛和協』の姿勢を活かしながら，社会に貢
献し，心豊かな人生を歩んで欲しい」とエール
を送りました。また，卒業生答辞で栄 丈太郎
さんは「みんなと，この古仁屋の町で過ごすこ
とができて本当によかったです。これからそれ
ぞれの進路に向かって旅立ちますが，大きな
試練にぶつかったとしてもこの古仁屋高校で
得た多くの思い出を胸に，学んだことを活かし
て強く生きていきます」と述べました。 
  卒業生の皆さんが未来に向かって大きく羽
ばたいていかれることをお祈り申し上げます。 

漢字能力検定２級 
徳永百香さん(左) 
川原先生(中央) 

進路体験発表会 
  ２月1４日，進路体験発表会が行われました。６人

の３年生が進路実現に向けての自身の取り組みや後

輩へのアドバイスを丁寧に説明してくれました。１･２

年生も先輩たちの説明を熱心に聞き入っていました。 

 

県教育委員会 岩崎賞 １か年皆勤 ３か年皆勤・ロータリー賞  古高会賞 

第73回卒業式 
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■診察時間
【午前】午前９時から正午まで　【午後】午後２時から午後５時まで

令和５年
４月から
日曜・祝日
の当番医に
なります。

■当番医の電話番号
　へき地診療所 ☎ 0997 － 72 ー 3211
　瀬戸内徳洲会病院 ☎ 0997 － 73 ー 1111
　南大島診療所 ☎ 0997 － 72 ー 0107

■休日当番医予定表

令和 5 年 4 月 休日当番医のお知らせ

日付 当番医 薬局 診療時間

4 月 2 日（日） 瀬戸内徳洲会病院 午前 午後

4 月 9 日（日） 瀬戸内へき地診療所 マリン薬局 午前 午後

4 月 16 日（日） 瀬戸内徳洲会病院 午前 午後

4 月 23 日（日） 瀬戸内へき地診療所 マリン薬局 午前 午後

4 月 29 日（土） 瀬戸内徳洲会病院 午前 午後

4 月 30 日（日） 瀬戸内へき地診療所 マリン薬局 午前 午後

※休日当番医は、変更になる場合がありますので、事前に各医療機関にお問合わせください。

休日当番医予定表は、
町ホームページでも
ご確認いただけます。



　
  

瀬
戸

内
町

公
式

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

　
https://w

w
w

.tow
n.setouchi.lg.jp

発行：瀬戸内町役場　編集：企画課情報政策係☎ 0997 ー 72 ー 1112　住所：〒 894-1592 鹿児島県大島郡瀬戸内町古仁屋船津 23 番地

広
報
せ
と
う
ち
　令
和
5
年
4
月
号
　N
o.769

たんかん

さとふる ANA のふるさと納税 ふるさとチョイス 楽天ふるさと納税

クロマグロマンゴーパッションフルーツ

皇室献上パッションフルーツやマンゴー、クロマグロやたんかんなど色とりどり♪

ふるさと納税制度は「好きなまちを応援したい」「ふるさとを大切にしたい」など、応援したいまちへの寄付金です。

瀬戸内町へのふるさと納税はこちらから！

地方で生まれ育ち都会に出てきた方には、 誰でもふるさとへ恩返ししたい思いがあるのではないでしょうか。
育ててくれた、 支えてくれた、 一人前にしてくれた、 ふるさとへ。 　　（総務省 web サイトから）

ー 瀬戸内町の個性豊かな返礼品のご紹介 ー

瀬戸内町を応援しませんか。――

ふるなび

公式フェイスブック

公式ツイッター

公式ユーチューブ

公式インスタグラム

瀬戸内町の情報発信｜スマートフォンで読み取ることで簡単アクセス！

公式ライン

魚のすり身揚げ♪

＜材料２人分＞

白身魚 すり身…100g
木綿豆腐…60g
長ネギ…1/3本
ニラ…1/5束
ごぼう（ささがき）…1/3 本
人参（みじん切り）…1/5 本
生姜（みじん切り）…大さじ 1/2
こしょう・卵…適量
しょうゆ…小さじ 1
揚げ油・添えのレモン

＜魚のすり身揚げ１人分＞
エネルギー/ 62kcal
食塩相当量/ 0.9g

55品の野菜レシピ
ダウンロードはこちらから♪

【作り方】
① 木綿豆腐は水切りしておく。

② ごぼうを軟らかくなるまで湯がく。

③ ボウルにすり身、豆腐、野菜、調味料を
入れ、混ぜ合わせる。

④ 形を小判型に作る。（形は丸でもOK）

⑤ フライパンに油を熱し、④を 170℃の
油で揚げる。

せとうち栄養士会
～ベジわん！レシピ～

【4月号担当：寿老園】

寿老園の利用者さま、職員に人気のメニュー

です♪仕上がりが噛むとふんわりしていて、
食べやすい揚げ物です。

最新情報は
＼ こちらから !! ／
瀬戸内町ふるさと納税

公式 SNS

facebook Instagram


